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研究成果の概要（和文）：本研究は，旧ソ連・中東欧の移行経済諸国を対象に，主観的厚生（SWB）や政治経済
に対する主観的認識の形成要因を明らかにすることを目的とした。要因としては，経済的要因にとどまらず，社
会的信頼(social trust)を含めて実証的に検証することを意図していた。主要なデータとしては、欧州復興開発
銀行(EBRD)と世界銀行が移行経済諸国約30か国を対象に３度に渡り実施した大規模調査のミクロ・データを用い
た。結果としては，社会的信頼や，昨今の経済変化（移民や貿易環境の変化）が人々の認識に与える影響は大き
いものの，地域内の異質性も存在することが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to identify the factors that shape subjective 
well-being and subjective perceptions of political economy in the transition economies of the former
 Soviet Union and Central and Eastern Europe. The factors were intended to be empirically tested not
 only on economic factors but also on social trust. The primary data used were micro data from a 
large three-wave survey conducted by the European Bank for Reconstruction and Development (EBRD) and
 the World Bank in about 30 countries in transition economies. The results revealed that although 
social trust and recent economic changes (migration and changes in the trade environment) have a 
significant impact on people's perceptions, there is also intra-regional heterogeneity.

研究分野： 中央アジア経済，開発経済学，移行経済論
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
旧ソ連・中東欧の市場移行国を対象とした移行経済学の分野においては、人々の生活実感やSWBといった観点か
らの研究は端緒についたばかりであり，社会的信頼や地域内の異質性といった新たな要素をもたらした研究とな
った。研究期間を通して，研究成果の現地への還元を積極的に進めてきた。特に，ウズベキスタンにおいては，
学術会議やセミナー，その他の政府関係の会議において度々報告しており，研究代表者は「ウズベキスタン共和
国独立30周年記念勲章」を授与されるに至っている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
（１）旧ソ連・中東欧の移行経済諸国を対象とした移行経済学の分野においては、人々の生活実
感や主観的厚生（Subjective Well-Being，以下 SWB）といった概念はそれほど重視されておらず，
この分野の研究は端緒についたばかりであった。 
（２）市場移行諸国の SWB が世界の他地域と比して低い傾向にあることは「transition happiness 
gap」(Guriev and Zhuravskaya 2009),として知られていたが，その要因としては，90 年代の移行経
済不況、不平等の拡大、人的資本の棄損などの経済的諸条件ばかりが注目され、その他の社会的
条件に関する研究は進んでいなかった。 
（３）欧米先進国を対象に自由貿易や移民増のもたらす経済不安がポピュリズムや経済ナショ
ナリズムを誘引してきたことを示す実証研究が急増していたが，旧ソ連・中東欧諸国のような旧
社会主義国圏を対象にした実証的な研究はほとんど見当たらなかった。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は，旧ソ連・中東欧の移行経済諸国を対象に，主観的厚生の形成要因を明らかにするこ

とを目的としていた。要因としては，経済的要因にとどまらず，社会的信頼(social trust)といった
社会関係資本の要素を含めて実証的に検証することを意図していた。主要なデータとしては、欧
州復興開発銀行(EBRD)と世界銀行が移行経済諸国約 30 か国を対象に３度に渡り実施した大規
模調査のミクロ・データを用いた。 
さらに，当初の計画としては，主観的厚生については，既存の大規模調査のデータを用いた計

量分析だけでなく，現地調査によって独自のデータを収集することによる追検証を計画してい
た。しかし，コロナ感染拡大の影響により，現地におけるデータ収集は困難となり，方針の修正
を余儀なくされた。そのため，研究期間の後半は，主観的厚生にとどまらず，政治や経済に関わ
る主観的認識や価値観まで視野を広げ，それらに影響を与える社会経済要因（移民や貿易環境の
変化）の分析を実施した。 
 
３．研究の方法 
 
主要なデータとしては，Life in Transition SurveyI-III を用いた。同調査は、欧州復興開発銀行

(EBRD)と世界銀行により、2006 年、2010 年、2016 年に 3 度に渡り実施された大規模調査であ
る。主たる対象は旧ソ連・中東欧の約 30 カ国の市場移行諸国であり，各ウェーブにおいて、29000
～51000 世帯が、多段無作為層化抽出法によって抽出されている。質問票は、一部を除き、ほぼ
統一されたフォーマットが３回の調査で採用されている。調査項目の特徴としては，世帯や住居，
経済活動などの基本的な情報に加えて，回答者の生活満足度や政治経済意識に関わる主観的認
識の要素を詳しく調査している点である。本研究析においては，この Life in Transition Survey の
個人データと，国レベルのマクロデータ（World Development Indicators, UN Comtrade Database 等）
を統合して活用した計量分析を実施した。 
 
 
４．研究成果 
 
（１）移行経済諸国における主観的厚生（SWB）と社会的信頼 

2006 年，2010 年，2016 年に調査された Life in Transition SurveyI-III の一次データを用いて，旧
ソ連・中東欧の移行国 28 か国を対象に、主観的厚生と社会的信頼の関係性とその推移を検証し
た。主観的厚生としては，生活満足度について 5 段階尺度で尋ねた質問の回答を用いた。傾向ス
コア・マッチング(propensity score matching)の手法を用い，処置（信頼するか否か）以外の交絡要
因に有意な差が無くなるようにマッチグンチしたグループ間の平均処置効果(ATE)を推計した。 
結果として，社会的信頼の生活満足度に対する ATE は，どの時点（2006,2010,2016）において

も正で有意であることが確認できた。ただし，そのスケールは 2006 年時点で最も大きく，2010
年に大きく低下し，2016 年に回復傾向にあることが確認できた。2010 年の段階で大きく低下し
ていることは世界金融危機の影響などを示唆させるものだった。 
さらに，社会的信頼と SWB の関係性の状況依存的なあり方を検討するために、移行諸国の地

域差及び時系列の変化に着目した ATE の推計を行った。結果としては，中東欧やバルト諸国で
は，ATE が漸次的に低下する傾向が見られた。一方で，中央アジアなどの旧ソ連諸国において
は，2010 年から 2016 年にかけて緩やかに上昇する回復傾向にあることが認められた。 
 本研究に関しては，研究成果の現地への還元を積極的に進めてきた。研究の一つの含意として，
移行諸国の中で SWB が例外的に高いウズベキスタンにおいては，その背景として共同体的な生
活に基づく社会的信頼の存在が鍵となっている可能性が示唆される。この点に関しては，研究期



間中，ウズベキスタンにおける国際学術会議やセミナー，その他の政府関係の会議において度々
報告し，現地の研究者や行政官と議論を重ねてきた。現地メディアに取り上げられるなど，一定
のインパクトを与えられたと考えられ，そのことも一因となり，研究代表者は 2021 年 12 月に
「ウズベキスタン共和国独立 30 周年記念勲章」(注)を授与されるに至っている。 
 
 
（２）移行経済諸国における政治経済に対する主観的認識と国際労働移民 
引き続き Life in Transition SurveyI-III を用いて，旧ソ連・中東欧の移行国 28 か国を対象に、

人々の主観的認識，特に政治や経済に関わる選好に関する分析を進めた。主たる説明変数として
まず注目したのは国際移民（海外送金）の効果である。旧ソ連・中東欧の移行諸国の間において
は、2000 年代後半以降、出稼ぎ労働移民の活動が高まった。特に、中央アジア諸国からロシア
への出稼ぎ労働移民の増加と彼らのもたらす海外送金(remittance)の急増は、大きな社会現象とな
ってきた。中東欧諸国については、西欧諸国に対する移民送出国としても重要であった。 
一方で，この時期、移行経済諸国において民主化や政治的、経済的自由化は必ずしも進展しな

かった。むしろ，ロシアや中央アジアを対象に，「国家資本主義」や「権威主義体制（新家産制
を含む）」の高まりが指摘されていた。Life in Transition SurveyI-III からも，民主主義体制への支
持や市場経済への支持がこの時期に漸次減少していることが確認された。 
本研究では，この時期の移行諸国における移民現象は，民主化や市場化を巡る人々の政治的経

済的認識や選好にどのような影響を与えたのかを検証した。推計手法としては，28 か国に跨る
個票データを用いたマルチレベル分析を採用した。すなわち，被説明変数は、政治経済認識に関
わる個人レベルの変数であり，説明変数としての移民変数はマクロ変数である。個人レベルの特
性に加えて，観察されない交絡要因が移民と政治経済的価値観の双方にもたらし得る影響を緩
和するために，国レベルや年次の固定効果を制御した。標準偏差は国 x 年でクラスター化したも
のを用いている。 
 推計結果からは，予想に反して，移民送出（海外送金受入）は，人々の政治経済的選好にほと
んど有意な効果を与えないという結果が得られた。対して，移民受入（海外送金拠出）について
は，権威主義体制や計画経済への選好を高める効果が有意に見出された。移民流入がもたらす競
争的環境が移民受入国においては忌避され保守的（非自由主義）な傾向を生むことが示唆された。 
 さらに地域による移民効果の違いも検証した。ここでは，西欧への移民が多い地域においては，
市場経済や民主主義への選好を高める傾向が見出された。このことは，移民により情報・文化・
規範が伝播するという social remittances の仮説を裏付けるものであった。一方で，旧ソ連圏への
移民を送出する地域においては，そのような効果は認められなかった。 
 本研究成果は第 58 回比較経済体制学会において発表のうえ，ワーキングペーパー（Yamada and 
Hiwatari 2020）としてまとめているが，現在，大幅に改稿のうえ，海外学術誌に投稿中である， 
 
（３）移行経済諸国における政治経済に対する主観的認識と自由貿易 

Life in Transition SurveyI-III を用いて，旧ソ連・中東欧の移行国 28 か国を対象に、2000 年代の
中国の台頭に象徴される貿易環境の変動が人々の政治経済に関わる主観的認識に与えてきた影
響を検証した。グルーバリゼーションの拡大が欧米先進諸国の政治・経済状況に及ぼした影響に
関する研究は，近年急増しており，その中で，自由貿易や移民増のもたらす経済不安がポピュリ
ズムや経済ナショナリズムを誘引してきたという言説が、社会科学分野の研究者の間で生まれ
つつある。しかしながら，これらの研究は，欧米の先進諸国への影響に集中しており，旧ソ連・
中東欧諸国のような旧社会主義国圏においてこうした言説が全体的な傾向として当てはまるの
かを，実証的なデータに基づき検証した研究はほとんど見当たらない。2000 年代以降，旧ソ連・
中東欧諸国においても，国際貿易関係では一帯一路を推進する中国の台頭が見られ，国境を超え
た労働移民も急増した。一方で、この時期、民主化や政治的、経済的自由化は必ずしも進展しな
かった。本研究では、当該地域におけるこのような経済面・政治面の２つの現象の間の関係性に
ついて、Life in Transition Survey I-III のデータを用いて検証した。 
推計手法としては，（２）の研究と同様に，28 か国に跨る個票データを用いたマルチレベル分

析を採用した。すなわち，被説明変数は、政治経済に対する主観的認識に関する個人レベルの変
数であり，説明変数としての貿易変数は国レベルのマクロ変数である。輸出・輸入（GDP 比）の
他，輸出・輸入の対中国比も用いている。 
全体の推計結果からは，市場経済支持に対して輸入係数が負で有意となっていること認めら

れた。この時期，旧ソ連・中東欧地域においても，輸入増が反市場経済の政治姿勢と相関してい
たことが示唆された。ただしこの時期，地域全体として輸入比率が増大したといトレンドが見受
けられたわけではなく，輸入比率が低下した国も散見された。そうした国においては逆に権威主
義体制の高まりが生じていたと考えられる。一方で，輸出入が民主主義体制（権威主義体制）に
与える選好については有意な効果は見られなかった。さらに，貿易変数に関して，地域別，移行
進捗度別の効果の違いを検証するために，貿易変数と地域カテゴリー変数または移行進捗度カ
テゴリー変数との交差項を用いた検証を行った。結果として，輸入変数（GDP 比）の市場経済
支持に対する負の効果は旧ソ連諸国あるいは移行進捗度の遅い地域において維持されているが，



欧州諸国や移行進捗度の早い地域では非有意となった。さらに，中国輸入変数については，特に
移行進捗度の早い地域において，反民主主義的，反市場的な姿勢と結びつき得ることを示唆する
結果が得られている。中国からの輸入増はどの地域でも見られた現象であったが，特に欧州地域
などの移行進捗度の早い地域において政治的に敏感な問題として捉えられていることが示唆さ
れる。 
本研究成果については，第 60 回比較経済体制学会(2020 年)において発表しており，論文とし

て刊行予定(樋渡 2022)である。 
 
注 : 参考 HP: https://www.global.hokudai.ac.jp/blog/masato-hiwatari-awarded-the-medal-for-the-30th-
anniversary-of-independence-of-the-republic-of-uzbekistan/ 
https://www.hokudai.ac.jp/news/pdf/220112_pr2.pdf 
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